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研究成果の概要（和文）：本研究では、SNS（Twitter）上で政治的コミュニケーションをおこなっている個人の心理的
態度や動機について質問紙調査を行うと同時に、その個人のTwitter上で観察可能なネットワーク構造や発信内容につ
いてログ解析を行い、個人の心理的態度とSNS上での実際の行動との関連性を明らかにした。さらに継続した質問紙調
査とログデータの継続的な取得・分析により、その相互作用過程や心理的態度の変容をもたらす要因を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：We test the Spiral of Silence Theory about internet use in Japanese internet 
society. We looked at Twitter and analyzed whether the Spiral of Silence Theory would hold for it. 
Twitter’s speed and scope of information dissemination is fast and extremely wide ranging. For these 
reasons, Twitter is an appropriate field for analyzing the influences of the internet on the formation of 
public opinion. By integrating social investigation and behavioral log analysis, we test a model that 
incorporates an individual’s attitudes (measured via a questionnaire) and an individual’s communication 
network structure and actual communication behavior (measured via behavior log analysis).

研究分野：ウェブマイニング

キーワード： ソーシャルメディア　ウェブマイニング　テキストマイニング　機械学習　沈黙の螺旋　多数派認知　
同質性

  ３版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
インターネットが日常のメディアとなり、
既存の社会集団を越えたコミュニケーショ
ンが一般化しつつあるが、この事態がもたら
す社会的政治的帰結は未だ十分に明確でな
い。北米では政治的コミュニケーションのメ
ディアとして Twitterの利用が増大している
にもかかわらず、研究はまだ発展途上である。
日本国内でも 2011年 3月の東日本大震災を
契機に Twitterの普及率が急増し、今後は政
治的コミュニケーションメディアとしての
利用が予想される。また震災と同時に発生し
た不幸な原子力発電所の事故によって、原子
力発電の今後の政策に対して人々は選択を
迫られている。 

Twitter での個人の情報環境やツイートと
いった行動ログを分析した研究は多くみら
れるが、個人の先有態度（争点に対する意見、
メディア接触、政治関心）や意見風土認知（自
身の意見は多数派か少数派か）といった心理
的態度と情報環境を統合させて情報発信行
動を議論した研究はない。Twitter は多様な
他者とのコミュニケーションによって熟議
を可能とする場になりうるのか、それとも異
質な他者との接触を避け、先有態度を強化す
るようにはたらくのか、この可能性を議論す
るためには Twitter上での行動をマイニング
するだけでなく、心理的態度との関連性をさ
ぐり、何が Twitterでの情報発信を促し、ま
たその行動は利用者の心理的態度にどのよ
うな変容をもたらしうるのかを明らかにす
る必要がある。 

 
２．研究の目的 
本研究は、政治的争点に対して議論の場と
なりうるソーシャルメディアとして代表的
な Twitterを対象に、沈黙の螺旋理論を理論
背景として、ここでの情報発信の規定因の、
態度変容の要因を明らかにすることを目的
とする。 
個人の意見表明においては、意見風土の認
知が影響を与えることが社会心理学の分野
において知られている。これは「沈黙の螺旋
理論」とよばれ、真の意見分布が拮抗してい
ても少数派と認知された側の情報発信が抑
制され、そのことで更に少数派の意見が発信
されにくくなり、結果的に僅差で多数派と認
知された意見が大多数の意見として観測さ
れるという理論である。沈黙の螺旋理論にお
いて、個人の意見風土認知は意見表明を規定
する重要な要因とされている。オンライン上
の政治的議論を行う場においても意見風土
の認知と発言との関連性については研究が
行われており、そこではオンラインフォーラ
ムでの発言にはどのような意見が多数派な
のかという意見風土の認知が影響している
という結果が報告されている。これらの議論
をふまえると、Twitter 利用者においても同
様に個人は Twitter内の世論においてその意
見風土認知の影響を強く受け、多数派と認知

した場合に発言を行うと考えられる。 
 
３．研究の方法 
本研究では、研究期間を２年間とし、以下
の３つの課題を段階的に実施した。 
 
・ 課題１：「沈黙の螺旋理論」の検証 
・ 課題２：情報発信の規定要因 
・ 課題３：態度変容の要因 
 
課題１においては、多数派同調の認知が発
言に与える影響について社会心理学で議論
されてきた「沈黙の螺旋理論」を検証し、既
存理論のTwitterへの適用可能性を議論する。
課題２においては、課題１の結果をふまえ情
報発信を規定する要因をTwitterでの情報環
境（ネットワーク構造）と心理的態度（意見
風土認知、先有傾向）を合わせて明らかにす
る。課題３では、２回の質問紙調査の結果か
ら態度変容をもたらした要因を明らかにす
る。 
 
４．研究成果 
沈黙の螺旋理論において、個人の意見風土
認知は意見表明を規定する重要な要因とさ
れている。オンラインフォーラムを対象とし
た過去の研究では、自身の意見が多数派であ
ると意見表明を積極的に行い、逆に少数派で
あると意見表明に消極的になることがわか
っている。一方で、個人の意見風土の認知は
Twitter 内の世論だけではなく、普段接触す
るマスメディアの情報から得る世論にも影
響を受けていると考えられる。 
課題１,２では、沈黙の螺旋理論の検証と
同時に、Twitter 世論とマスメディア世論の
両方の多数派・少数派の認知の観点から争点
に対する意見表明のツイート（原発関連用語
を含むツイート）への関連性を、過去研究と
同様に重回帰分析によって検証した（図１）。
この結果、Twitter 上では、自身の意見が周
囲と同質、Twitter コミュニティ全体で多数
派であると認識する人々によって意見が拡
散しやすくなり（公式・非公式 RT）、「沈黙の
螺旋理論」が述べる多数派意見への一極集中
化が起こりうる可能性が示唆された。 
 
 

 
 
 

４．研究成果 
 
 
 

 
図１：原発言及ツイートの要因 

 
課題３では、取得済みのパネル調査（同被
験者への２回の質問紙調査）のデータをもと
に、２回目の調査で得られた心理的態度につ



いて、１回目の調査で得られた情報環境と心
理的態度と情報発信をもとに、態度変容をも
たらした要因について重回帰を用いて明ら
かにした。この結果、Twitter 内の大局的な
意見風土を、個々の周囲の意見風土と認知す
る傾向がみられた。（図２）。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図２：世間の意見分布認知の要因 

 
以上、課題１～３までの成果をまとめると、
Twitter 内においても従来の研究で示される
「沈黙の螺旋」が進行するとみられるが、SNS
（Twitter）においては自身の選好と同質な
情報環境を構築可能であるという特性から、
大局的な意見風土を個々の周囲の意見風土
と認知することにより、個々の局所的な環境
での沈黙の螺旋が進むと考えられる（図３）。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図３：局所的な沈黙の螺旋 
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